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Ｉ　 長岡 氏の社会 科教育 実践 の展開
１　 長 岡氏 の経 歴
長 岡氏 は， 大正 ６年12 月福 岡県 八女 郡光友 村に
生 ま れ，大 正13 年 光友小 学校 に入 学 した。　３年生
の時 の担 任 の松延 先生 か体操 がう まく， 剣道 が強
く， 国語 の指導 も上手 だっ たので ，「松 延 先 生 の
よ うな先生 にな りたい。」 と思 った こ とが， 教 師
へと進む き っか けとな った。小学 校卒業 後，高 等
科 へ と進学 し た。 高等科 で は， 剣道 と書道 に精進
した。 昭 和 ７年小 倉師範 学校 に入学 し， よ り一 層
熱心 に書道 に取 り組ん だ。 この時 の熱心 さ が，後
に奈良 プランの中でも習字教育として発展していった。
昭和12 年小 倉師 範第一 部卒業後， 飯干学 校 へ訓
導 と七て赴 任し た。 僻地 校で はあったが，放課後，
子 ど もだ ちと剣道 やド ッジ ボールをす るなど体当
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たり の教育 活動 がで きた。 後年 こ の学 校で得 た も
のが長岡氏 の教育 の根幹 とな ってい る。 昭和14 年
８月 当時 の田村 校長先生 に請 わ れて， 小倉 師範附
属小 学校 に転任 した。 ここで も書道の練習を続け，
つ いに 昭和17 年 ９月中等 教員検 定試験 （文検） 習
字 に24 歳 の若さ で合格 した。
そ の後， 奈良女 子高等 師範国民 学 校附属小 の武
田主 事 に誘 われたこ とと，奈良 が古文 化 の都であ
り， 筆墨 の中心 地であ る ことが動因 となり， 昭和
18年 ３月 奈良 女子 高等 師範国民 学校附 属小 に転任
した。 終戦後 の昭和22 年 には， 第 ４代 主事重 松匳
泰を附 属小 に迎 えた。 昭和23 年 には， 奈良 プ ラン
を重 松主 事 の提案 により全教職 員でつ くった。 こ
の重松氏 と の出 会い が， 氏を 匚子 ど も探究」 か ら
はじ まって社会 科教育 に没頭 させ ること になって
いっ たＯ
後 年， 副校長 にな ったが， 昭和55 年 ３月
まで奈良 プ ランを中心 と して社 会科教 育実践 に取
り組ん だ。
昭和56 年，新設 の兵庫教育大学附属小 の副校長 と
なり，教職員の先頭に立 って学校運営に取 り組んだ。
附 属小 で の仕事 が一 段落 する と， 兵庫 教育大学
教育方 法講 座に赴 任した。 大学 では社会 科教育 ・
生活科 ・教育方 法等 の講義 をす ると ともに， ゼ ミ
生 の修士論文 の指導 と審 査を行 った。
定年 退官後 は， 佛教大学 教授 に就任 した。 ここ
で は， 通信教 育 め学生 の指 導 にも尽力 され た。















特別活動 や習字 に力を 入 れてい た。
昭和30 年代 に入 ると， 社 会科 の実 践が 増え， や
お やさ ん， 墨つ くりとい った授業を 実践 した。 昭
和33 年 版 『学習 指導要 領』 に抵抗 して， 問題解 決
学 習 （特に，考 えあ う授業） をすすめようとした。
昭和35 年 に は， 匚東南 ア ジアの ゴ ム」 の授業 がＮ
Ｈ Ｋで 放映さ れた。初 志 の会 の『考え る子 ど も』
にそ の授業 記録 を掲載 し た。 昭和36 年 に は， 一年
生 の発表 し た作文 が もと になって 「‾近 ごろ変 わっ
た こと」 の作文 を子 ど もたちに書 かせ るよう にな
り， 以後 子 ど もた ちの心を 探究 し続け た。 昭和41
年 に は 匚寄 り合 い」 の授業（ ６年）をお こない， 歴
史 学習 の指 導 に も取 り組 んだ 。 昭 和43 年 に は，
厂パ ンエ 場」 の授業を お こない， 共 同 追 究 の気 運
を高 めた。 昭 和44 年 に は，子 ど もたち が ２年生 の
時か ら興 味 ・関心を もっ ていた 匚近 鉄奈良 駅 の工
事」 の授業を お こない，子 ど もたち の追 究を さ ら
に深 めてい った。 昭和48 年以 降， 合科 ・総合学 習
に， より一層力 を入 れ，匚おかあ さん のし ごと」，
匚うんど うかい」，「‾パ ンエ場 」， 匚バ スの料金箱」，
匚ポスト の授業 」，「‾鉄」 の授業 な どを 次 々 と実 践
した。 氏 の実 践 研究 は， 問 題 解決 学 習 と して の
匚学習 法 の深 化」 にあ り， そ の中 核 は， 学 習 者 で
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Ⅲ　 長 岡氏 の社会科教 育実践 期 の理論 構築 過程
剛　 問題解 決学習 の理論構 築 の基 盤づ くり期
(S26 年～S30 年）
こ の時期 の実践 には，「町や村 の発達 」（ ４年）
「石炭 の採掘」（ ５年）「村 や町の 発達 」（ ４年 ）があ
る。
そ の中 の代表 的な実践 は, S26 年「町や村 の発達」
（ ４年）で， 子 ど もたち の疑 問や問題 が はじめて論
文 に書 か れて い る。 最初 に世界各地 の ６つ の町 や
村を学 習す るのだ が，「 どんな に して 石 炭を 掘 っ
てい る のか」「 ここの石炭 はい く らぐ らい か 」 な
ど の学 習問題 が書 かれて いる。石炭の採掘（５年）
で は，「石炭 は私 たちの生活 にどのように役 に立 っ
てい るか」「石 炭 は， ど うして で き た か」 な ど ４
つ の問 題を中心 にして班をつ くり， 子 ど もたち の
もつ， そ れぞれ の問 題を も研究 してい った。
「町 や村 の発 達」 の実践 では じ め て， 一 人 一 人
の子 ど もた ちの疑問 や問題 が書 かれてい る。 「問
題づ くり」 のは じまりで ある。「問 題解決」 で は，
「石炭 の採掘」 の実 践に見 られ る よ う に， ね ば り
強 く追 求 しつ づ けるとい う， 授業 の基盤づ くり の
追求 的態度 の形成を はかってい る。
この時期， 氏 は「子 ど もの思 考体制 の追究 が一
生 の課題で ある。１ と決 意(S26 年 ）して い る。
この時期 で は，理論づ くりの基盤 として，子ど も
の追求 的学 習態度を育てるという，子 どもの基本原
則である授業態度を育てることを ねらいとしている。
（2） 問題 解決学 習 の理論 構築 の萌芽 期
(S31 年 ～S35 年 ）
この時 期 の実 践に は，「やお やさ ん」（ ２年）「炭
の研究 」（４年 ）「高知 の二 期作」（ ５年）「東南 ア ジ
アのゴ ム」（ ６年） があ る。 そ の中 の代 表的な実 践
は，「やお やさ ん」（ ２年） で， 子 ど もた ち の考 え
を生 か して 切実 に学 習 するよ うに， 問 題解決学 習
を実践 す るよう になっ た。
それだ けでな く長 岡氏 は， 昭和33 年 版『学習 指
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導 要領 』 に抵抗 して 問題解決学 習， 考え あう授業
を深 めよう とした。
「やお やさん」 の実践 に見 ら れ る よ う に， 子 ど
もたち はお店を 開 きたいた めに切実 な「問題 づ く
り」 を してい る。「問題 解決」 で も， お店 を 開 く
ために，子 ど もたち の発表 に対 して， 気軽 に質 問
す るこ とか らはじめて， 真実を 追究 しよう として
い るので， 問題解 決学習 の実践 を はじめてい る。
ここで の長 岡氏 の理論 （長岡氏 の考 えや意見 ）
は， 次 の通 りであ る。「学 習 の主 体 者 は， 子 ど も
自身 であ る。 つ まり子 ど もが， やむ にやま れない
気持 ちで取 り組 む学 習を通 して， 真実を追 求す る
態度 も みがかれ，生 きが いを感 じさせ る ことがで
きる4）。 そ の時，気 軽 に質 問を す る心 をよ びお こ
し， 質 問をす るお もしろ さを 持 たせ， 質 問 の内容
を みっ ける力 をや しない， たがい に質問 し， 研究
し， 答 えあ う中に， より深 い理解 に到達 し， 真実
にせ まってい く ことがで きるとい う確証を に ぎ ら
せてい く ことが大切 であ る5）。 問題解 決学習 にお
いて系 統化す る とい う ことの第一 は， 学習 者で あ
る子 ど も自身 の中 に作 られてい く系 統を重 視す る
ことで なけ ればな らない6 ）。」
この時 期で は， 子 ど もの考 えを生 か して， 問題
解決を実 践 しはじ める。 追求 的態度 は， やむに や
まれな い気 持 ちを通 して， 真 実を追求 す る態 度 と
いう具 体的な姿 に進歩 す る。 氏 は子 ど もたちに気
軽 に質問 をさ せて， 質 問す るお もしろさを 持た せ
るなど の学 習 の方 法論 的特質 につ いて考え， 子 ど
もたち に切実 な気 持ち で学習 に取り組ませている。
（3） 問 題解決学 習 の理論構築 の成長 期
(  S36 年 ～S42 年）
こ の時 期 の実 践に は，「東 南 ア ジ アの ゴ ム の授
業」（ ６年）「 ゴ ミの単元」（ ３年）「米 の二期 作」（ ５
年）「寄 り合い の授業 」（ ６年） 給 食 の し ごと （ １
年） があ る。 その中 の代 表的 な実践 は， 「東 南 ア
ジア のゴ ムの授業」（ ６年） で， 明確 な目標を もっ
て学 習 させる ために匚子 ど もに予見を 立て させ る
ことに力を 注いでいるＯまた独自学 習一協同学習 一
独自学習 とい った学習方 法 へも考え がお よんでい
る。 こ の実 践 に見 られるよ うに， 気軽 に質 問す る
ことか ら進歩 して， 子 ど もたち一人一 人 がご 明確
な目標を もって学 習す るよ うに， 子 ど もたちに予









































｢“パンエ場｣( ２年) 匚近鉄奈良 駅の工事｣( ３年)
－32 －
「 しょうぼ うし ょの はたら き」（５年）「日本 の農業
のはた らき」（ ５年）「 くつ 下工場」（ ５年 ）「高知 の
二期 作」（ ５年 ）「むかし の交通」（ ６年）「な んばん
渡来」（ ６年）があ る。 そ の中 の代 表 的 な実 践 は，
「パ ンエ 場」（２年）で， 子 ど もに予 見を立 て させ，
そ の予 見を もと に「つな がり の動 き」に着目させ，
自然 に「つ ぶや き」 が出 て， 独自な質問をさせる
Ｏ
そ の上， 子 ど もたち一 人一 人が記 し た具体的 な問
題を子 ど もたち に紹 介 しなが ら分 類 して自分 の意
見 の学 級内で の位 置を つ かませ，学 級集団 として
の共同追 究 の気 運を高 めている。
「近鉄 奈良 駅 の工事」（ ３年） で は， 子 ど もた ち
は， 思 い思い に描い た 「つ なが りの配線図」 を手
にして相 互学 習に のぞんで いる。共 同で 自分 たち
の授業を つ くりだ そう としてい る。
ここ での長 岡氏 の理 論 （長 岡氏 の考え や意見）
は， 次 の通り であ る。「‾十分 な 予 見 を 立 て さ せ る
こと ので きる教 材であ るか どうか， 問題解 決学習
になる かどう かの決 め手 は， まず，教 材 に子 ど も
が正 対 しよう としてい るか， 教材が， 子 どもの視
野 にはい ってい るかど うかで ある。学 習指導 の出
発 は， 子 ど もは， ほん とう に何を問題 と し， 追究
を試 みよ うと して いる かか らでなければな らない。
見学 に先 だって一人 一人 が工場 の予想 を書い た。
こ の予 想 の立 ち方 が，工場 を見 ぬく原動力であり，
問題 解決学習 で は重 要で ある。問題という ものは，
事実 に接す る ことによ って， さらに発 展し変化 し
てい く12）。」
「 また真 の学 力 は，『つ ながり の動 き』 に着 目し
た指導 によ って 育 つ と考 え る。 子 ど も た ち は，
『動 き』 に対 して は， 関心 もあり，『○○ は近 ごろ
どん なに変 わろ うとしてい るで しょう』 とい う問
いに真 剣な取 り組 みを示 す1≒　 そ こで 主 体 的 参
加 のあ らわれ と して 『つ ぶ や き』 が出 で く る。
「つぶ やき」 は， 学習 の成立 を 証 拠 づ け る もの で
ある。 それ は， 学習 者が外界 に対 して反 応して，
自己を表 現 しよう とする ことであ る。『つ ぶや き』
は集 団 での学習 で一段 と厚 みを増 す1气 」
長 岡氏 は，子 ど も→人 一人 の個性 的思考を 育て
な が ら，つ な がりが でき， それが共 同追究 へ発展















S50 年「ゴミの学習」（３年) S51 年「冷害地と米」
（４年) S52 年「鉄丁の授業（５年） がある。 そ





































































「学習研究J No.138 」959 年　pp.  30-34
6 ）長岡文雄「子どもの理解体制の系統」『学習
研究J No.  141　1959年　pp.30-34
7 』長岡文雄「抵抗と予見」（学 習研究J  No.158
1962 年　pp.21-25
8 ）長岡文雄「なっとくいくまで追求する子ども」
（学習研究J  No.  162　1963年　pp.14-19
9 ）長岡文雄「ひとりひとりに自分の考えを築か




11）長岡文雄「追究 の具体性」（学習研究J  No.
182　1966 年　pp.22-27
12）長岡文雄 「共同追究 と個性的思考の深化」
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15』長岡文雄「“しごと によって育つ子ども」
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合科学習 ．“ しごと ’‥ うんどうがい 气 合科学習の発展）
合科学習 ．“ しごど “ うんどうがい 气 考えあう授業の創造）
匚おかあさんのしごと」（子どもが生み出す学習活動）
★厂パンエ場」（子どもがつくり出す教材）
学習法 仟バスの料金箱」（学習の迫力）
★匚バスの料金箱」（教材のはたらく要件）
☆匚郵便」の学習（くやしがる子ども）
学力について（人間最高の満足）
「‾ゴミ学習」（生きる姿勢をゆさぶる学習を）
「‾ゴミ学習」“ しごど （合科・総合学習の展開）
“しごど 「‾冷害地と米」（体当たりする学習）
匚鉄」の授業をおこなう
授業で 匚子どもが考えを変える］きっかけは
どこにあるか『社会科教育』(1977年５月）
小学校学習指導要領　　S52 年告示
子どもの作文（“しごど によって育つ子ども）
学習法 ．“しごど ・問題解決（教育課程の根幹と柔軟性）
☆匚鉄」の授業を社会科の初志をつらぬく会全国集会へ
提案する。　　　『考える子ども』(No.120)
東口電機見学（見学に取り組む態勢）
匚郵便」・相互学習（開き合う学習）
学習法・おみせ（学習法と生活の充実）
“ しごど コンバイン（してしまう学習）
子ども探究（「この子」の育つ筋道）
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